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fil 8 Aa) PSE TEA IEC, TEMA IES, SO 1 EEN 


記 に 路 出 する 。 こ の ペグ ダマ タイト を 構成 する 主要 磯 物 は ペー サイ ィ イト 構造 を 
BTATYYI—-RALAROLFECHS. LOMA EZEL, A, Mh 
線 桂 石 ) + A, MRE, BOE, PEG, 7 21 4, aS TR, サマ ルス カ ヵ » 
t, ANGE ES B DAS RMA IK BS る 。 

この ペグ ゲ ダマ タイ ト 中 に 産 す る 右 英 は 基 成 因 上 か ら 三 種 に 犬 別 す る こと が 
出来 る 。 
1 文 象 花 賜 岩 の 主 成分 を な す 石 英 
2 AAs 2A bANRO Pe 2 es BK 

3 APSA PED OMIA SABAH 
以上 正 の 三種 に 就 て 以下 少し く 記 有 逃し で 見 よう 0 

文 象 花山 岩 の 到 成 分 を 成す 石英 
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は ペグ ゲ ダマ タイ ト 岩 脈 中 の 南側 に 洪 ぶ て で 厚く 低 達 する AED 6 CH O, HB 


剖 惑 台 を 模式 的 に 示す と 第 井岡 の 様 で ある 。 
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Se A bE AB 
の は 如何 な ぁ る 原因 に よる か は 古く DOB Sri: 問題 で は ある が な が, FAR 
だ 浦 足 すべ き 人 解決 を 得る に 至ら な い 。 こ れ 等 石英 と アル ヵ リ 長石 と は 大 生 
時 を 同じ くし て 唱 出 し た も の で あら うと は HY SN], HAO BIL 
始め た 叶 が 全然 同じ で あつ た か は 未だ 礎 め られ な い 。 又 唱 出 速度 Ccrystal- 
lization velocity) が どん な 程度 の も の で あつ た か る 充分 明か で な い aes 
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lg SELB AS t Blan So 

KRBKO IR ILE FROM <§ NHB BULKY -HO AI 2A 
する も の と 言 は れる 。 主軸 の 方 向 に 長く , 1010S 面 に 扇 下 で ある , 柱 面 
に は 辰 面 に 泊 行 の 療 し き 條 線 が 見 られ る 。 ぐ 1010> MILE CH ADB 
に 主軸 に 直角 の 断面 で は 文 祭 形 を 果す る の で ある 。 

BC RAE BH ea (ke la IL ORI, ARO MGKED G 中 央 部 に 向 つ て PEE U 
Ch 0 CORED IMAL (Eh I< BA ST SOCH SBM, ある 場合 に は この 
LEAR SS DU S AUB 7ST CL DHA So LOMSIAICRAMTEL VBP (= HS 
(F&O) s FRIAR ID LOCAEOD, 部 分 に よ つ て 石英 は HEM 
行 に 保ち , BHC PG Ic PET A. 然し ある 部 分 で は これ 等 の 石英 が 不 規 
則 に 長 右 中 に 分 布 す る 。 こ れ 等 の 石英 及び 長石 の 共生 開 係 は 其 内 部 の 規則 
正しき 方 祭 構造 と 句 比 し て 結晶 党 時 に 於 ける 條 件 を 異 に し て 居る も の と 参 
へ られ , FRI RED FA A EDO し を 参 へ し むる も の で ある 。 

第 赴 園 及び 第 参 園 に 見 る が 如き 規則 正しき 文 祭 構造 を 早 す る 花岡 岩 に 於 
で は 石英 と 長石 と は 全 定 の 混 比 を 以 で 形成 され て 居る と HN UR HES 
HOD, 其 後 屋 々 試み ぁ れ た 定 験 に よる と 必ず し も 一 定 の 混 比 を 納 へ な い 。 
APR EAD BRIE i ORDA BEES SI, 岩 脈 の 部 分 に より 著しく dele 
交 異 だ する こと を 内 眠 で る 認め る に と が ある で あら 5 
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に 色 れ ば 突如 と し て 消失 し , 長石 の み と な る こと で ある , 基 よめ 内 部 な 塊 汐 
ASE PAERADRIEBIES 50 石英 が 突如 と し て 消失 する こと は 一 標 
本 に も 明か に 認め られ , HETIL AAO A & MTD ECA 3 o 

岩 脈 中 部 に 産 す る 塊 基 石英 

岩 服 の 中 部 に は 衝 自 形 を 果す る AKON +4 » BETHEL, HRS - 
i OC SEK OPE U, 時 に 直径 2m に 達する も の が ある GAEL 

この 右 英 は 談 雑 物 比較 的 少く SCR ATA LE & し て 貴重 な る の で ある 。 
か く の 如 き 右 英 を 生 ぜ し め た 原因 は 次 の 和 様 な 結 唱 操作 に 因 つ た も の と 思 は 
れる 。 岩 脈 の 中 央 部 を な す 岩 此 は ペグ ダマ ァ タ イト 崖 虎 中 より 有色 確 物品 出 
LIRORBECH 0, 石英 は 叉 其 中 より Regal Lic RBAED 5 IMS 
れ た る も る の で ある 。 tele Bi lhe b§ FROME RAL TIBOR & 
OLB BR, BABE ARO fh HHI CH SD, Bre MVE Ae BR fe 
5 LUD BAAR LOT Cb 8 AICO UT 6204 0 MEARE & KR 
右 英 よ り は 多少 な の と も 低い こと ょ と は これ 叉 容易 に 老 へ 得 ら る る の で ある < 

Ds BURAK 2A DAR BR & HR RR AKL DEHLI We] 25 FER 
を 果す る か は 後に 記す る 様 で お ある 。 

空洞 中 に 産 す る 自 形 石英 

ーー 般 に 六方 右 と 笑 す る IBOR RIA この 種 に 属す る , 美 上 語 を 時 する こと 
DAT & Fill pC BBE Ut Ck PRET SICH CHS. HREM OA 
NE AREO EIS COMIACH So 2 OF CRS ERTS 8 Milt Et 
WiC HOCHMROME LEI EC, この 長 時 期 に は 結 唱 條 件 る 度々 在 化 し 
最後 に は 温度 る 相 褒 に 降下 し 所 調 熱 水溶 液 (hydrothermal solution) より 
沈 減 せ る 場合 も 想像 され る の で ある 。 この 種 の 石英 は 573°C WEIS CHA 
WU BDEFR bNSo KAKO BMPS IBS RIMS ORTH Bo 
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SOBAE Ba EBB 4, JE TED S ASO) SEMA IG ee L, SE Ze 
L, HF 水深 液 に て HURL OBO > He Ae S iad Soll A CL) で 
これ を 般 客 せる も の は A(2) で ある 。 AZ) [HPAL CH YE 6 hk 
fh CR) と 左 水 卓 (L) OFERE 4 ABS} AT LT b OC, © OAK 6 1c 

水 卓 は 個々 別々 に 混在 する も の で は な さく, BAO» Hie ee UT BASED 5S 
NCHS DEREMOGSDCH So 

Sls] A(2) CH DORI, < OR SMEH EP に は 27 OD BRORA fF 
AUCH So CRF ORBIT BAL A OMS 19 OB Sip O Bc 
これ を 3 HAL THB AC OS MR SIBN L, F-71 + BRED 
AKER 2 WINS Lo eee AARC EEE Sb OD SB Hilal BCH So ERO DE 
を 以 て 右 英 結 品 の 27 MIS P— 7 4% BER BERE OAKES SIR Ze Beal 
[3] AC2) に 見 る 如く 結晶 2 6, 9, 10,11, 14, 16, 22, 23, 26 及び Q7 Ickes 
hee teloDs, ed 1, 8, 4, 5, 7, 8, 12, 13, 15, 17, 18,19, 20, 21, 24, US 25 
(nk F— 74 FE RAD 見 られ る 0 RL Cae Orp 7, 12, 13,17 OM Ss le hw 
 CVEBINK GEES SDACH So LRG ORM D HAO AIS aT 
BLS SD wHG ADB Bills ACL) OM EO 3mm aC » ATE 
し た 面 が 第 参 園 BARU BCH S50 GAZ) % BO) と 比較 する と 上 記 
の 項 化 を 知る こと が 出来 る 。 こ れ 等 の 詳細 な る 闘 係 は 猫 園 面 を 接 大 し た 第 
Wil ROS Cal CHM DIF Sl EBDMASo AC) D5 BE 24 (ala 
IX CLA SB= > ULI EAD BE CE SD. BO) Of Cla 
か に 痕跡 を 止む る の み で ある 。 こ れ に 反し A(2② の 12 KO 20 OMS AE 
Di the LoDA CHSD 5mm 隔 つ る BQ) rH CHA OBED HO 
CHA UCI So THAN RO GCC T A TIC BES S Ct Big 

PRET 640 ¢ PICS Sl ERO ARG A CAEEC YE 3mm の 
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PE UC aU PE OURBE D6 本 石英 が 673°C 以上 の 高温 型 と し 


1) TMM OG SE, AO hae, FS 18 4, F538 HK, 103~137 頁 , 昭 12. 
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と の 問題 で ある が , 今回 の 害 験 の 結果 の み で は 其 決 定 は 困難 で ある 。 
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AMMA S bEOCHSo MEAD ROMMISEO MED SF LSI CH 
tk, HSM < 673°C 以上 の 生成 で ある と SOLD, RANCH SHY 
D6 IETS SEIS は 行か ない 。 RUA ORB ORE CLR CT ATUL 
573°C より 約 80°C 高い 650°C か ら の 冷却 で る も る ドー フィ イネ HEE 
な い 場 合 が ある か ら , 本 右 英 の 生成 は 670°C 以上 で は あり 得 ROP Har 
以下 な れ ば か する 現象 が 生じ 得る と の 結論 に 達し 得る の で ある 。 こ の 宣 験 
Wiccan 2 St BG Be HORN CHA ROE LG GMS 
RE UM — 2b 2 HED THA ILA)INGIS IS B CREA O EA OAT hav Te 
の は 573°C £ 0 Pas O UD RIEMIEE O UD RIK & PVE LIES [nik 
TRS I 
SAGER CBEST SRK BBO SS BR SRE 

ペグ マタ イト 岩 脈 の 中 其 部 に , 互 品 を な す RAOMR Zin UCHET SK 
PEO A Belk, 外観 に 於 て 文 祭 右 英 と 閉じ し く 異 な る 。 こ の 大 塊 は 上 直径 時 に 2 
m に 達する る も の あり , -MWICBWE SD bE SAA MRE ST 
る も の が ある 2。 

この 種 の 石英 中 に は ドー フラ? ィ ネ EA OFEEMY TT Hr CHOOT, WU AIK 


既に 輝 べ た 如く 本 塊 欺 石英 は 文 象 石英 に 比 し て 生 々 低 き 温度 で 一 居 徐 々 
の 冷却 で 結晶 し た も の と 参 へ られ る か ら , BiPEO RB 6 LaLORK を 
旦 す る こと は 着 期 し 得 ら る 所 で ある 。 但し 其 温度 が 573°C よめ 高き か 低 
SOid DIUM FE LHS CED MWAREDOKS 

KIC CME LEICA BIC IL CIE H SDV RB BT SEOVH 
る 。 HIE CORS HCA AR CRO EMTCH 5. 本 産地 石英 
DRO DWM CH SDMALKN CH SHFH BIMET SS He 
Ge < Ds, HE LMMCH te GIB G S$ 其 生 成 は 573°C UF CHS 50 
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SS MIB 6 AB RS 6 ABIL PSB BCE 6 AUT 8 OCH AL 
ば な ら ぬ se FiLAM ADM CRE CHOTAR® 5 AI 2B LTRES 
5 IG Ik HIRO Be WES RSG LCRA & OF: SILKE 
が な い 。 HONS RL —OO RIE ABO BE BT S PETER 
ih Ae Be SENS & DREAMT BME LIRIE L LAIRD SHO LBWG 
れる の で あめ あ 2% 

Kit = DO ARB BIS AD = BURR & OU B48 DO LHET SS ARO 
を 有する EODAW SB 

= DFREIIBS 4% ANTS ARES Ty RO) ERT (ES HR ITO T SLD 
と 第 八 岡 の 様 で ある , OFMRD GS P— 7 4 4 GERMS t 基 境 界 線 を 見 る 
(=, RRA ROBE NK ES AUS SEO PEEL — BUTE U § , 其 境 界 線 は 赴 
線 的 折線 より 成り 0, 直線 部 は 皆 く 1010> に 下行 で ある 。 か く の 如き ドー フラ 
ィ 4M BORER AMAL か ら 低温 型 と し て 取扱 は れ た も の で ある が; 
Ize RS St OM 573°C WE Chi Kb O b Be LIS BMH 
だ な され て 居 な い 様 で ある 。 HFUAMOBS tl 573°C 以下 の 形成 で あ 
る と 参る の で ある , な ぜ な れ ば 文 祭 石 英 が 650°C 以下 の 形式 で あめ, 塊 
其 石 英 の 結 卓 作用 は 基 温 度 よ り 多 少な り と も 低い も の と 参 へ られ , 叉 本 石 
KL — ROAM CHS LEBANS CHODH CHA 
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Wright, F, E, and Larsen, E. S,, Amer Journ, Sci,, Ser, 4, vol. 26, pp. 421—447, 
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Meen, V, B. Univ. Tor, Studies, Geol, Ser, No. 36, PP. 37— 43, 1934. 
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Newhouse, W, H., Econ, Geol.; vol, 21, pp. 823—825, 1936. 
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た 。 WIN COMBOMBSMLTHE G0 
PIU A AK BUPO MRO SA (x 160) -CHEO Bie sypeps 
DBD CH So HALA COPLKD BR CHSVKRAKNO MBL EE 
ICO TH CHSo 両者 共に 気泡 を 有する , 特に 後者 は HHBORIRIK 
. 第 See | 
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48 ae oe eae 
の で ある が Ml AA BED 低温 (573°C 以下 ) CHS tid eee 
LIME. | 
LREA DUBE AGINENIS 2 EDAMOTH So 方 向 に 何 
等 か の 開 係 を 見 出さ うと し て 観 宗 し た 結果 は 第 拾 岡 で ある 。 [ECHL SMR 
DEMO CHIT, 4 2D RHO P= 路 々 下行 に 走 つ て 居る 
この 方 向 が 石英 の 生成 上 に $02 を 意味 する か は 未だ 明か で な い が , ペー サイ 
ee つっ 様 で ある 。 


石川 産 三 種 の 石英 を 通 CCA TAME CHA すし た 結果 で は デラ ラジ wi ee 
HILLS SOL DMAEDOK, COBH AMA FAI こ 必 要 ?7 な 現 祭 で 
は な いか こと 思 は れる が 低温 型 石英 の 人 銘 品 を 機 討 し た 後 更に 論 逃 し 様 と 思ふ 
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AR7AAR DA LL EE BE O SS de Fel 


mi 


緒 


SE MEG Ae Uk FE FF (ie ERT AB LL Do AAG 山 産 の 自 鐵 太 の 結 品 
ETE 620, 之 を 研究 す SRB SIL Ot, 特に 硫化 確 物 に 多く 見 られ る 
Ay SMR O HED EL CEI IK SB OCHS PEP LIRBIL TNS C 
と ょ を 注意 せら れ た 。 今 こ ゝ に 所 期 の 幾 分 か の 結果 を 得 て , を を 報告 する に 
iO, 貴重 な 標本 を 自由 に 使用 せしめ られ , 且つ 終始 御 懇 切な 御 指導 を 賜 つ 
た 表 津 先生 に 留 し 筆者 は 厚く 感謝 の 意 を 表す る も の で ある 。 

IO ABUWKO BK Oo Clit, 今夏 同 確 山 を 訪 は れ た PERE D 目下 
研究 中 で , KA CORE BRS CHS 7D, MIM CLAMS 


Bo 


TRAE Be hah O iB 


WAEIC/E DG ERB 6 20S RAIREO APS lt 二 種 類 あ り , その 一 つ 
LR SH] Sum 程 の も の で 八 面 前 の 上 邊 部 だ けが 見 えて を る 欄 な 愉 好 を 時 
Lt ODS BRE URC s SF RK 


第 褒 園 1 の 様 な る の が BC, | 


YW Zé {fi | Sadebeck 


BS 2OP 5 KAD Ev, CE LO LO 115° 


116°20! 


LAY = (011)(011)|105° ~109°| 101°58' 


{UO & Ole BRHRIZDV TK < | 


BOS 2. Ce OHH 2 > K KOKOMO 4 OC GASH 4), craks 
は 約 Smm 程 の も の の 多 敷 集合 し た も の で ある が か, AGTRROMATE け で 


1) 赤 岡 純一 郎 A eR RESTO Ph RIC He | ATR Pm 


BAG A226 WA 12. 


aaa 
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は 大 低 22m WEDS NCH SS LOLMOMME WER * P—-WRO 


BSE] LILO 2 OPE ILRED HEMI ON CHENG G RE CZ © Hh HEY 


3 4 


し て , BEBOP SMB OT, HAE DxithiO yes Artal 1 RU 2D 
FAICHMOT, —HEIEL BOTH S 9 tBr~ bRKo 
KE LILO 2 OND 4 O7e CM Boas CHE Lice EOMS & S 
ca og, ma eb oo Memo Mn 
の 面 に る も 可 成 分 散 し た 位置 CERO 反射 像 が 認め られ ね, 且つ 多く の 場合 
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連 績 反射 が 現 は な れ た 。 測 角 の 結果 を 見 る と , 或 る 反 届 像 の 位置 を 取れ は ば, 第 

BLOF MO § OO 512 & 思 は れ , LUMO SD LM ROME & 取れ ば 

Bela 3 の 方 位 の も の の や うぅ に も MRS Cts COMET St, WE 
第 a 園 


B x 2/3 


値 と 計算 値 と に 十分 満足 すべ き 程 度 の 一 致 を 見 難い 。 
PEAR AFL TOKE A= OU TOWED 敷 は 螺 く は な い が , その 結 品 恒 敷 は 


a, 21. 研 eid Hh x 本 2121) 


thO &—BULTH SEARO. A. Gehmacher 0) in 3 1k BRIE BI 

角 値 と 計算 値 と の 開き が 大 き 過 ぎる の で , 2% B=91°20' OPRGRO 

RE SARE CHOK 

CD MEMRAM ET SHAKRO THRE 3 REMOTE 

SRM LIST OLODA <, HOM MM % wC1I0> と する 
x SR 


DD MBCA O, WARM CAE Clo AL LAU, JER AEM OAH 
AE IRRDR IC ES HIS COMER DL Cte, Bake RL Oo mAnIS IRA EFA 
LIGWYP 5 CHS 


1) A, Gehmacher, Morphologische Studien am Markasit. Zeits, Krist. 13. 260. 
1888. 
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ARLE ULI BANC OMSL DD 8 O LMItSD GS, この mCz10) 
Met & + OM DAS LS, EORABROM ADE [Lr SD BIE? 

送 へ 置き これ に KOT, LOM FTAREO ARO 複雑 な 測 角 結果 を 廃 明 し 
や 5 と 試 次 突き 

eCzoz) 及び 10017) の 三種 の 面 か ら 5 出来 て ゐる RUD PTI 
Sethi t > 4 MMe TE SBA MARS SD EMER S BEATZ REO 2, 3 2) 
4 Oe IBY (LOABAT, 之 を 第 第 四 
参 園 1 及び 2 IR to (ALILS ORT 
SEBO? 5S, el Cato) PSE MATES 
OCP ORICIR Lito MILO (clk 
FA TRUSTE AF vv + BRIE) BRS 
で 置い た 。 EOC 8 MBBS 7 > 7-79 
4v el ti Dic Bint 6H 600i 2 
HLT EDEF So 

Pel 1 ユエ で は 正常 位 に ある (Corr) ih ¢ AHA ZILA UK 結 品 の 
Z 面 と が 相 集 つて 八 面 簡 其 の BAD PRIM ee L, 第 参 園 2 で は 正 
MOI HS «Czoz〕) fit Bh L UCAS ELK MMAO ¢ hb DG, Rie 
INTRT RETRO Bh — etn tx BRE L OTB? So REIS CAMARLEDO 
た が か , IEW IHS e RO Ci t EAA HD e 及 び Z 面 と が ASE O , HS 
AU CHAE MAIKO iin 2 BS OG EGA BRB. LC ORRIBO 
BA LEAL LO Mh CHES 62:46 8 OTC, YNOFIRKF で は な な い 。 その ス 
テレ オ 投 喪 岡 は 第 四 園 に 示し た や うぅ う で ある 。 

第 一 の Z 面 の み の も の は RWG L OC, ES SE = 記載 され 
て 居る も の で ある が な が, 第 二 の e 面 の み の 場 合 を 記し た る の は 少 い 4a 日 本 確 物 
誌 に よれ ば (77 頁 ) 訪 島 小 信 夫 郡 土 湯村 暮 川 産 の も の は この 第 二 種 の も の 


#2523) 


線 23 
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で ある 。 第 三 の e ROOM D5 KS BHOBS iow Cid, 筆者 の 知 
る 上 良 り で は , 論 及 し た も の が な いや うう で ある 6 

し か し 他 の 確 物 の 例 か ら 見 る と, 此 の 第 三 の 場 合 る , ORO LEICA 
RR 

白人 鐵 硫 の 研 麻 面 に つい て の 事 窒 

BRIO WZ: SAME IY tc Ty DR LO RUA ASC EBL SC Ft 
BIE 4 DMED BT DAZ, JET © PM STEEL 7 PBR 22 (Ee © , <2 Ze J I BG 
Bit Ff = 3. F CHES 42, WHE A BOB Ont TS HEE SL BRU o6 

RY Wh 2s BS NAMEBAKO B— HG ETL Gti BOs >A MeSH IS 
一 種 の 部 分 か ら 成 0 立ち, その 接合 面 の 切 口 の 線 と (zor) 面 と の 切 口 の 線 
と は 約 5o0? を な し て 居る 。 こ の 接合 面 を (zzo) IL KARUEL, この 交 は 
0 OIL 52-5° LEZSS4LOTCHSS 

LOD LOOMAOWW IAL AME OY) DW OFM G a OY whiz 
PATCH O, INTER GIES, その 接合 面 と の 切り NOMA BAL 
CELFRND (= Ze AMBANSE Lo WL ODO OMA t OBES TAC BY LCE 
BRN) Ona dn ihe RE LC % So WA LOMBES CABEHR Ck << Bit ao 
morio> ents WH kALOL MW SRSo Cet KIS 
へ た 第 三 の 場 合 で , eb UR AUBALY BIIBA LT D~ADCHAS 

< ODRRIS IBA SERN を し て を る も の に つい て THEN) e(tor) [ft hs 
106 & DORMOMA BT 見 る と , この 面 に は 叉 M0711) OMe の 面 
が その 表面 に 現 は 奴 て ゐる 。 MoORBREO 所 鐵 看 の 牙 る る も の に つい て 接 
WIIG AE (= KOC HIRORE Ze WFAN EPO TC, その <e 面 及び Z 面 の 決定 
MIE LY SOL BAEBD, LNA ELVLOL BRU 得 な い 事 が 
TBR Utz 


it, 25 研 究 Hk a 本 25(25) 


TRAE BRO BAER 
上 記 の 研 麻 面 の 観 祭 か ら 推 祭 す れ ば , CORBI HO < 及び / 面 に は , 
CaS LK A ERO HS 他 の 個体 の < 面 及び ZHBRA WOM It 


IBA LTRS {OCHS 5 


HOF C, MA REOR ITH EO AIO BUA IEE Ui 
も OO—P 2 LA ORI Hla O wala] Koptbild) ROA WNT ~ 7 v +B 
ML LCR Ufo WGC EIN Le ARIS 4 & IG AKO 8 OO EF 
Wi TEST SP IRLOTC, BONS Bh LLNS 4 OLA: 
LOOMS PBC <, RAMOS VLRO HS ODAC, 反射 像 る 多 
WILDS o 稀 れ に ある (001) OMULGETE & HEV Ce } dS, BRU AGA 
AMALIND A O, AD (001) OMOMALVEMAE DOK o Bil WI 


LOT b, ihe OPRO Ae WU Foes O AG He PAT x6 LOS 
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こと は 出来 な か つた の で , ROME Mize 据 い て BS SAITO o MIS 
ABEC EWMOLEPRBUTHMU Ko 
BRIO AF vt ROC, De RL eke C, BERN Ae LAC IS 
ESM RONG tr d Tile OEMS 第 も fl 
を 示し た 。 TFB OMILIEI AS 
た 第 三種 の 化 品 様式 の も の の 各 面 
の 位置 を 示し , (OTR AC に アン ダー 
54> Offftr7: %& OM BML H 
る 結 品 の 面 を 示す 。 11 WL fe 
eC(70z) 及び 〆 (ior) の 位置 を 基 


He LL, Ait Sadebeck の 
も の を 使用 人 


これ や を 見 れれ は , B= AED 6 BW S 2.5 AMON L ABIL te 反射 像 
の 位置 と は 路 一 致し , © OUI OA HE IL ROMA OKABE, 十分 に 
と は 云 ひ 難い が , この 種 の 銘 品 の 存在 に 依 つ て , ほ ヾ 詩 明 出来 を る やう で あ 
Bo 

この 測 角 に 使用 し た iii eS Chal ic GA] £ UCR LU, 測 角 の 際 の 反射 の 
Ie AY FMLA LK NI FY FROUKMAKU C—-OOR- 
manne 7S UC, その < 面 及び Z 面 を 備 へ て を り の, HERERO TeMNa ZOIE 
MA db S BRAGA LC, mato) を 艇 品 面 と する 磐 品 の 位置 に ある 。 
叉 特色 部 は 反射 像 の 明か に 認 め あら れ な か つた 部 分 , 或 は その 友 射 の 位置 を 
この 人 腎 融 の 開 係 だ け で 府 明 出来 な か つた 部 分 を 示す 。 こ れ に 依っ つて 上 逃 の 
才 の ほほ NE じい 事 知 ろ が 6 

向 此 の 参 に 従 つ て, (OD BA OB $6 KEIR HB LC, 概ね その 正しい 事 を 
2 


itd, 27 研 先 報 x % 2727) 


FS FATED & O\L OW Cb, 同様 の こと を 行 つ て , CH b MILOF 
の 営 て は まる 事 を 明 に し た 。 (ALT OF OFF MCA EONAR ORI 
c 軸 の 方 に 向 へ た も の で は な く , HE 4ICRLER IK TALO LOCH 


Do 


ATT FED BE MARE Ordeal MIKS SMM CHSW, EKMMOBREH L 充分 集め ら 
AUCHG te uy L, RIC PY BB HEE OBA RIC Y ABI Mtr ur Os, KRM LAEIE FS Mi 
BHS_ TRB OBIC BH LC It SRM BS LEIS ARE CH So 5b, BAA 
する 期 が ある だ ら う ぅ 5。 AHR BASE OPES LARE INELY を 本 研究 に 委ね 
DRED CHS, HKABLOMEE BS 3 Citi. 


WAZ ERAGE, AR Ri Be LL OD Hh BR RIC 
FER AMMMOHAICHT (2) 


a Te eS BB 


S) $8 GO HR 

BAGG IL AWE AS AE ADD Po DG SSO 重要 な る BRI LT, その 大 
EB SS UL WEG TKU D, Tee SWE ODER MDE t JES OSL DERIKC ai L, 2 これ 
Fe APA BRAR IDE vv AIR AEC SD BTR Po ik, BERK eM UG 
BATE GB > (IS Ho LOE IER DR OD BLN Ze B FAR AS AT 
L, 一 遂 最 大 10m に 達する 結 品 の 集 今 を 成 し て 産 す 。 

CALE SAO BHM WEIL Har % RABE ICRA O , WES UC SEA 2S, 反射 
SE FIR ES UT KS ES 6 tt, EME KO BP SES, TA 
酸 に も 犯さ れず, MET FOREARM IAB TL bh, AAS L 
な の, HCL(1:1), KOH (@uf), FeCls (20%), HgCl. (far) 等 の 水深 
WAS TAL SHS S B= T-BFUNE, その 色 並 に KCN (2076) YAMS 
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SILKE ILI CAA SORBED O, TORS LOUK 白色 に し て HS 6,2 
VBR LAO, WOR S & OUP SMFS UCHR IS. FTE る も の 
は KCN の 20% WET, AAMC RESTS BORIS © OFEO REMC Hin 

て 多き は Murdoch, ‘Schneiderhéhn, Ramdohr Fi Fe 等 も 既に 記せ る AIT 


て , Schneierh6hn 氏 は これ を こ ATHAO TE MIO 不 均 一 な る に 騨 し , 多 
SOM MEO CHAS Sk, 通常 アン チ モ ニ = ニー に 富める 各氏 鋼 砂 (tetrahe- 
drite) (LUT, FR MOTH » HSI, 多く は MEIC 富み て BALE 
(tennantite) に 近 き も の な り 。 ま た その うぅ DOM AT 4 O, MOSS 
ee 2, ye B= KCN (2 CHE 34» 2 fi4, Lindgren, Creveling 
WILE も Potosi #EWE (BC HED dd 12 BARE Oo ANTS EMA BST 8 
SVMS ED BAPAC RAE KS I Lt, COMMA IC KO TH D> 
= UC ASW DIK HIP KCN に 犯さ る ヽ こ と も , ま た この 事 筑 に 適合 す 。 
価 剖 太 山 監督 局 に て 高倉 技 手 の 分 析 に ょ れ ば , KAR OE ERGO AP Be SIR 
BELTS 34 Ole, Cu 13.72%, Fe 11.92%, S 13.13%, Sb 欠 As IBBICBY L 
Au 2.7g/t Ag 68.9g/t を 含む に 過ぎ ざる に 反し , 動 銅 確 に 富む も の は , Cu 23.72% 
Fe 9.29%, S17.78%,Sb 5.79%, As 2.71% ic ¥ L, Au10.0 g/t, Ag 1045.4g/t を 
含有 し , BIKA CIELO SIH IK EU IL 16 REICSEF 。 
Sm ¢ he ol 
oe HIMES ACT ERIN (A BES YUE Sb, その 新鮮 な る HMI lA Wet 
LAT BATES MS tr, WEIS ES UT KS EDR, JX BE 
(LATOR ee RS A= TP ICSE A Ee RSA L 4b hid TH9 ¢ 
= 3 WODMDEY (2 £OT BWA KIL SF SOA, 2% HNOs (1:1) (2 


BEALS Rus, OBA T BBL S,ACLC11) また は KCN (20%), 


L)eJ. Murdoch, Miscro. Determ, Opaque Minerals, 1916. 
2) H. Schneiderhohn u. P. Ramdohr, Lehrb, d, Erzmik. II, 1931, 433. 
3) W. Lindgren and I, G, Creveling, Eeon, Geol, Vol. 23,1928, p. 233. 
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FeCl; (20%), KOH (fa#il), HgCls (Aull) HF OPAMKIZ CAME % Lc 

Bey FAD IL AAS EM Pipe 8 AEE な る も の に し て , DERI © FESS 
& UCR IASBA & BGI» ERIK EL BDROR & 72S EAE t FELL, ALBERS 
AK 2 GL CD CBE CAAT SB Fb, MEL IGA, © BABS, ISPS ESET AE 
共に , PRLNBUR ID v > PARC DI OM 23k L, また 一 部 分 は 
DESMO 2 FS FARIS Ck RIL REMC SF ODUM LO 


RRR OBL AIL & ALU Ev HRC Ha CIR 
BEL PSB MISA, CLS ABBR 2D BU HESABRCS) © BIR 
4g 5 雲母 及び 石英 


ZI CRIA その 新鮮 な る 破 面 に 於 て 固有 の 赤 窟 色 を 果 し , これ 
また 研 魔 面 は よく 魔 か れ , BER ILS bE BTNES, BENDS ® 
放置 すれ ば 紫 赤 色 を 果す 。 直 変 = コル 下 に て は 非 等 方 性 を 示さ きず , COW 
wie ic HNO。』 (1:1) を 滴下 すれ ば 容易 に 犯さ れ , HRA HL CAMO 
模様 を 生じ , KCN (20 錠 ) 液 に て も AB WS So. HCIC1:1), KOM Ci 


本 3080) 
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Al), HgCle (飽和 ) 等 の 液 に て は BME RS FeCls (20%) #ai= TC ik af, 
Fo FTOKMILHLBLIE L 6 HEADER OM O— FEO WD OWE KOCH 


MEY: 


PYG AIS HST B WE MIDECEP ) 


«BESTE b DERSAREC t 2 & 
BA Cv (a Se 


SN CPE GB tr, BERS Ze Hx 


Sik O 


ぬか れ , Hid TCHS LX 笑子 区 構造 を 
時 し , ま た それ ら の 特殊 の 包 裏 物 を 有 
Fo SNILM CAR Hist t 56 ON 
Lio BERN UEIt ACIEME ch MOREL > te <, 
その 存在 は SUEZ 限ら れ , IBA ER 
(FRG L LEO, その 一 部 分 は 確 染 
TRU PIR ARTE SAVE 4, 一 部 は 綴 窓 
の 集合 を 成 し て 錠 を 茹 き (第 六 彫 参照 ) 
また 磯 染 基 貴石 中 に HSC &, 駒 劉 中 は 
常に 直接 雲 母 或 は 自 形 の GI eB 
L&D SMM 22H SAE BEIM, BEI PH 
の 集合 を 以 て 園 続 す る を 常 と す 。( 第 セ 
園 参 照 2。 こ れ 母 岩 の 交代 に 際 し て , 圭 
AKI 二 炊 的 石英 の 成 生後 , 先 づ そ れ 
ら を を 中心 LT, その 外側 を BAAR 
て 交代 し , 更 に それ ら の 外側 を , FEO 
RO SMM LT IRL, Bie それ ら 
BBLS LOLBUNLS 

© OPM BIS BAO sy FR 2 FEL Ute 
め り と 推定 せら る ゝ ヽ 部 分 に 於 て も 認め ら 
れ , 例 へ ば BAI ZERO— Are Pha < 
IIROMS LAC, SOMBIE FES Bp 


SSI, RESUME OWES 22 DAC 充 幸 せら 
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る (第 信 周 参照 )。 
HEAR A ORY 

MERI ch OMGMKOBE 4 る も の は , tee S PMR ASS IRE OR 
物 の た め 極 めで 細 が く Boba, LMASRICUMABC WE 2 LG & STEAMER 
EER ADL OD HSE BL 
ee + to CO Mat, = 
: fal Rests MORI 
WEG IC 於 て , RR 
の 集合 中 に 包 園 せら 
2 MPINUEO Py ihze 1 
vs, HOO JAA - 
Oa BME CP = heb RF 
PROOIE AE KES Ze ML 
CHI S o © ONE 
If 72 SSIS Fc eS 
$ Alt, RAS UL 
CRUSH & © 8 MD 


に 明る さく 多 少 得 色 味 


: = CH ane A 
URARWSIC HSI % BEIBARCCP), SEAAAMCD), RAE 
動 銅 奏 Ct), Swe Cov) Ho BAR 下 に dea Op ME 2e 
Waa C (ev), FO Bate 『 に seer ee U 


6, CDA WMODAMAD OCHS RE 9B SIRE BIE L, AL OKER Ze] 
ALT ARE 8, RIND KSI UC, WhBh BHO ARASIL HA か な ら ず 。 

OWEN % TE OMSL CYR BI, 備 酸 の 蒸気 KOT HEA IE 
BES HE b AAULTE L 7 O RIK KO TIRBME DER Le ZiZKUT KCN 
O) 20% 水溶 液 を 以 て すれ は , KB BME CAR BGG L, 結 
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idl BLO RAPE ABRIL T Std, COMM WDNIF.o TOMO 
\(£ HCI (1:1), FeCls (20%) 液 , HgCl, (飽和 ) 等 の 溶液 に て A SAY, 
KOH (ii) Wi CLAIR CES BS 部 分 に HE TO AIRIN=, 他 の 部 分 に 
て は 徐々 ILS SUC 過ぎ ず , BKC KE O CISD NEL TREES, 
これ ら 種 々 な る HBO (COBY ME CST Farnham Schneiderhohn, 
Ramdohr pj ie a 1 OB WED CAD font AC Ela WE (enargite) eaiQnilti(famatinite) 
wy 4 b Cluzonite) (= & FAS RE &, F205 holder 6 PE LEB 
Ome <, KCN (2 CIRDICILS Js (CMR LU, AMIEL ZHEO ESS, 
KCN (2303 5» 5 LAO o AOA L HESNHR Le ELS Mare nk 
sear » WE TILT > FEH=—-O RMLKS, MOT BOB MLA 
す 。 この 事 辻 と , LOT AERO EE ze SHAS SI AM bt kS, 
Buschendorf, Hiittenhain ijs€, Schneiderhéhn, Ramdohr FAECES IESIAYI 
記し , Short DMEM IC 栓 せる klaprotholite (3CuyS. 2Bi。Sa) に 一 致し , 
eS I Be が な が, HYRED AAD Ee SEP (= ESL UBS RS 
Bi7s ZO (x, klaprotholite £ Bilt S WH & 類似 す 。 た ヾ その 反射 
ZOE OB BLDG S SRI, MEO 4 klaprotholite と も 多少 の 
HED O, AOAEL TH (GE (UOTE ¢ SEAL, 2 OPS SVEIL, F 


AARRBAAK 6S 5 CRE) 


1) C.-M, Farnham, Determ. Opaqne Min, 1931. p. 62 

2) H.Schneiderhého, P. Ramdohr, Lehrb. d. Erzmikroskopie, II. 1931, 46) ~466- 

3) (Wye He Be Bag IoC co ORL OMB & AHP ZC, Cu 16.64, Fe 18.60, 
S 15.79, Bi 3.31, As 0.36% % 2a, Sb を RS 

4) I. M. Hiittenhain, Tscherm. Mitt. 42, 1932, 285~317, . Buschendorf t+ 
H. Hiittenhain, Neues Jahrb. B, B, 62, A. tS 31, 5~56. 

9) Short., U, S. Geol, Surv. Bull. 825, 1~204. 

6) 渡邊 武男 , Wa ase, 40, 1933, 136~146. 
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EE HR 
SBR+ BARES -JVARUARERSU 
BiAEIL— FY tFROMBRP ICR T 


ee a 


EBD CWE OAS ES OY EB Pp LaLO SFB OS tO (EBS 
が 今度 利明 し た の で , 該 研究 の 中 途 で ある が な が , 次 に 基 結 果 を 報告 し て 御 叱 正 
RE Sno 試料 の 探 取 に BURIN 2 Ete A PUI TRE, BU Ae RL 
EB TVET BS, EST IU RL 6 tts LU 

AUT HE ROMCDAT 2 行 は れ た PURMEELT: OPRERI IL, RI UR < AB 
DL, HORE KS oes 

1 tBABERZVIVA 

EEWURDS ETE EGEE RAL PVA LC ES % > 7) BICRES CREA IIES 
1 WEN HEOAB BI 517 He の 雑 報 に その 形態 の 大 要 を 報 じ た 。 MVE 
四 月 京都 帝 大 に 於 ける 日 本 地質 箕 谷 線 谷 に 於 て 今 迄 に 和 制 明 し た 同 磯 物 の 性 
PLO SHWE Uc MAORAG ABI S CHE S IC ES CU tc aA & 
馬 く 異 る 結 品 を 探 集 し 得 た 。 CEO 結 品 は MET ¢ COOL) を 鉄 く に 反し 今 
owt <(001) を 有 し , M. Weber 氏 が 高 填 穂 産 と し て 報告 され た も 
の に 其 上 品 相 は 殆 ん ど 一 致す る 。 

圭 呂 久 産 ダン プリ 石 は 借 か に その 産出 する こと が 日 本 殺 物 誌 第 二 版 に 報 


1) Wwe SMES 43, (1936). 
2) Z.X. 37, 620~621, (1903). 
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ぜ ら れ て ゐる の み で 何等 詳し く 研 究 さ れ て ゐ な か つた の で ある 。 

M. Weber FEA TRB > 7) GE CHWS FER 3 tts AEE AS 
に 於 て は 高千穂 に ダン プリ 石 が 産出 する こと は 弘 く 知ら れ て ゐ な か つた 。 
従っ つっ て 尾 下 と 混同 し た の で あら うぅ うと か と , 或 は それ は WHR PG PPA 
村 字 谷 尾 に 産 測 する も の だ ら う と か 云 ふ 様 な 議論 が 出 だ た 然し 終 に UE 
西 白 桁 癌 岩戸 村 土 弓 久 に ダン デリ 石 が 多量 に 産 し た と 双 ぶ こと が 和 制 明 し た 
OCETMELLBARCH LRAT LCMELEBCHS. LOD 
(I PEAR EAE EE LAUT } th MOHP IS b ERABDIRALTOSKR 6D 


第 = 副 
I | I ul 

| Wi% We Mol% 
STO Q sree MORI \ Ad nea a 4B.29 \ renee 0.8040 2.00 
JSG) OF cers: O86 Mies erect aneese OM Gd ailceses 0.4108 

| AhOg -+++- 0.22 vob eae caneds 0.22 | reves: 0.0022 1.02 
FeO 3 v0 OS sas Osa cece: 0.0028 

| MgO sss ODD ND Tevswnsressinnia 0.11 0.0027 750 
CaO 2229 ee 22.83 | 0 3982) : 
OR OI (as as i oe 
Total 100.16 100.00 


tL SBED LS CA AA ae ( 筑 一 版 ) 第 48 賠 は 高千穂 産 で あら 5 
と 思 は る ゝ に 至 つ た 。 事 筑 此 等 雨 産地 産 の ダン 7 y AD PEAR E RIS eR 
& UC ARIE GL 6 TIED T OB ORTCH So 

MEE et FR ARN SHLD ES ABR 22 BAT SF = ROR BNO BaD 
Beir BSL Gtrtce 然し 其 品 相 は M. Weber 氏 の 記載 され た も の と は 全然 
Se75 0, BEC AD PR ULM きも の で あつ た 。 筆者 が 今春 自 身 控 集 し た 
結晶 の 中 に は M. Weber 氏 の 記載 せる も の に BHI 24 O* Wie Lik 


1) 地質 内 雑 誌 , 11-. 427~428, 497~498 CHAIR 37); 12, 185186 て 明治 38) 
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WACOM < CH So 此 等 の 詳細 は 別 の 機 葵 に 謀 bo 

MAES > FY BORALCETIAE OMMOABIA NHENAKBA 
OS EO MR (DVERD ATT SOTPORE LEB 4k U EOE 
明 の 部 分 を 探 取 し , 商工 省 地 質 調 査 記 長山 根 博 主 の 御 好 門 に より , 同 房 の 手 
VERE OOF 3 AUB ERO Mn S AG tutto 

L (tap ora, Ue rkAeHO 100 に 計算 せる も の で ある 。 以 上 の 結果 ょ 
9 SiO, : B202 : CaO=2.00#% 1.02 :1.00=2:1:1 to, > FI BOWE 
H お Og・CaO.25i0。 と 多く 致す る 。 

HoT) BOMB SICH CK PRA ERECTA SC LAKE 
き に 筆者 OWN CH So COBB L G. M. Morey 及び Earlinger- 
son AEE の NasO-CaO-B。04-SiO。 の 四 成 分 系 の 研究 に 於 て 更 ら に 明か に 
ARC HSo 


ot 
ll 
it 


$102 48 93% ---+- 48.76% - 48.08% +++ 48.22% 
Bg0s ++ 28.32 «----- 28.18 «+--+. 27.80 «-+0s. 28.56 
Al308 + pete Ps, See Fal SEATS 1 Pac 0.22 
fe203 - Sees Berea ER oe saves 0.44 
OO EC O00 PIETY fle CEL 882.29 

DO ek | BE asic OU bien 0.11 
gO --->. te Se ieee aS eS ice OO 0.32 

—s eed | 
Tctal TOOOO meer 100°00 «-+++- DOOM 100.16 

F fe 3) 

Ul aaa RYT Y ASE aa, UL------ 7 産地 15 OF HPA, Ul ..--- ERE 
+4) 
By T VAAL, i Oe 土呂 久 産 ダン プリ 石 分 析 條 


ST CI) 

2) Amer. Mineral, 99,37~47 (1937). 

3) Z. X. 79, 354,364 (1931) KE 15 の 分 析 値 あり 。 
4) Z. X. 79,364 (1931). 
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今 ダ ン > デ リ 右 の 理論 値 , PACER SRT dS 7 産地 15 の ダン デリ 右 の 分 
析 値 の 平均 及び 尾 下 産 ダ ンプ リ 石 の 分 析 値 と 本 産地 の ダン デリ 右 と を 比較 
すれ は 第 計 表 で な る 。 

土 弓 久 産 ダン 7) Alt, 第 三 表 に 於 て 示す 如く , BEES 7G EM 
BUSCH TAS Ul KK SOM RO 15 AE £6 - BS 
Bee , 

2-RRBUG WEI — eae 

本 産地 の ルー ドウ キク RC CARRE に LK OT 始め FERRE 
(Ivaite) と UCHR Str, KC D. F. Higgins は る Ze Ro SEV WISE 
Fv ABE OIEN IHL EU TC (Ca, Fe)CSiO。)。 ROMO 
FHS 6% OLF re ihe Ee eee 

“ Collbranite ” 2(RintTBLKOCHS. Bic Kic E. V. Shannon x 
VEAP KO UR eR CZ SMT LIER OI FY FAIRE UK 
笠 正 昭 氏 は 此 Shannon §L0)4} HF EIT) L AEE BE LORE 
こめ に , NBEO HIRAI, Higgins 氏 の Collbranite 等 と 同一 確 物 な 
OP ERE SRIT Barto 然し 渡 遂 武男 hohe Reaver LESS 此 
種 の 確 物 は 唯一 種 の み で その 性 質 は 全く 一 様 で ある こと か ら 小 藤 教 授 の 記 
AS tfc SEINGRHE, Higgins FEC) Collbranite jf (= Shannon 氏 の ルー ドウ ウキ 
(AEE ST So & HES 34TH Bo 

BROMIMECA LS Sr — FY FTA ILISEMEIEA SF DHA HS 
CHEY 56 tic bt OLA ROMER 50 BY ORKEDCHS. 

8 


1) 東大 紀要 ,27,10 一 11 (明治 43 

2) Econ. Geol. 13, 19 (1918). 

3) Amer, Mineral, §, 86~88 (1921); Proc, U.S. Nat. Mus. 59, 667~676(1921) 
4) WEG. 33,576~678 (大 正 10). 

5) Su Seite, 40, 80 Cag fil 8 >. 


i, 37 WH a Re 本 370387) 


Fe SER eK Ls RES & 撰 別 せる も の を JE 6 CRIBB & 0 
BC HEKOMIU S LORS LAT MEL CS. ] 
前 記 ダ ンプ テリ 右 と 同様 地質 調査 記 小 巡 隆 治 氏 に より 共 化 四 分 析 が 行 は れ 


次 の 如き 結果 が 得 ら れ た 。 
第 = R 


1 II lil 
Sign es | 0.46% Te he ee 
Ala Ogee OS AN < sR eae 2.32 | 
NO DE rs SI cco ON ice EE ER 32,49 
TO eS BE ee ON es Fe -10.40 
TEAC es ONE, Menwens ORG Fes (00023 OO 0.36 
MgO v0.0 DIG ER UC Lee, bob al else tae 84,54 - 
CAO nese GED Bie te ise ee SR Ss. ee ea CE 1.86 
RO WEED EN EE OL SU — A Race 16.80 
EGO) Pacey | Rei eo DOR te OO ee aa = Nees 1.42 
CO eat Ne DIOR es AR, pe ee ee nce eae 
OGL GD LO RE Rs 100.59 


I LSID Ariel 7% な る も S1O,, CaO, CO。 の 存在 は 党 試 料 中 に 少量 の 
Mg。 SiO4, (Mg, Ca) Cos が 不純 物 と し て 存する こと を 示す の で IMS 
を 控除 UME の ャ ー ド ゥ キダ BLUME ESHER UE に 示す 。 Ul は 
Shannon 氏 Sil — POD Bay UC 5 RUE CA Bo 

Il よめ RO: Fe,03 : B,O3 の 闘 係 を 求 むれ ば 4-0021-0677.18 と な り め 
ルー ドゥ キク グ 右 の 化 皿 式 4RO- Fe,03-B,03 と 一 致す る 。 

今回 得 た 結果 と Shannon 氏 の 分 析 値 と を 比較 する と MIRE BS 
る の を 見 る が , MEE Hye Om PS THRE So, 

ルー ドゥ キダ 石 の 分 析 倍 に あら は る HO に 開 し て は Whitfield 氏 の 


1) SYR -— PO RT IER ED, PTV OBA AMG LC OTS 
磁石 に We gre 5So 

2) Am, Journ, Sci., 34, 284 (1887) 

3) Z. X. 48, 545~549 (1911); U. S. Geol, Surv. Bull, 490, 29~32 (1911) 
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Hetbkat と W. T. Schaller 氏 © WRMUKE & Hd So Shannon 氏 は 
W.F. Hillebrand 氏 OMG Ic AES B ASOLO S, ルー ドッ ゥ キ 
2 ABD RE MIRE AT ST ST DIX, その 結 品 の 表面 積 が 極め て 大 と な DC 
* DBR MOA D BE Shey LONE S At AED BERMAN HET 
HES 4 OE MEE L, Schaller EOLZRM & SACD Se 
> OVD” 6 By — FASC, SOS MFA E Shannon 氏 の 
分 析 値 と の 間 に 水 分 に 多少 の 相 異 ある こと は , PHM OMRIED 差異 に 大 
< 吸着 水 の 多 少 に よる も の と LUM LBS 0 殊 に 其 主 成分 に 於 て 雨 者 の 
WDA EKG SLI BC MRM ADICTS Sb OCH J of} (EShan- 
non Kit» — FY +7 BIRCH & の が MURS BFS > Li,» 
— Fo +P AthO II ORED borate と し て 存 せ ず , ferrous ferrate と し て 存 


SF CBE UT Cte RL, Gad — Fo to AO) {EK Ze Tschermak 
氏 に 従 ひ , 3MgO - B2O3- (Fe, Mg)0.Fe203t し て ゐる 。 即ち Mg が Fel の 
一 部 を 置換 し て , (Fe, Mg) O. Fe,03 の 磁性 分 子 の F-EF SD LBYRT 
ゐる se 
この 優 定 に よ つ て 本 分 析 値 (第 三 表 ) RIE tlk, 同様 3MgO・Bg0g・ 

(Fe,Mg)O, FegOs と なり, Mg が FeO Fe,03 分 和子 の Fel の 一 部 を 置換 し た 。 
FEES TD ARKE Ls 2 D1. D1> ATPL LB SRE BS る こと な が 訟 明 
出来 る 。 


4), U. S, Geol, Surv, Bull. 79), 64~63 C1919) 


Se 
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5188. f-AlsO3 O*E RIE Beevers 
C. A., Ross M. A. S. 

BRAloOs (itt 8tAic (= NayO. 11A1。 
O03 式 た て 示す を 得 さ べく 叉 逐 と 類似 の 化 
Fae AI + So K 化合 物 も 存在 し X 線 前 
PIF Oke RW O ha in Hea AP Sot 
を 詳し 得 た り 。 CH OMMOM Mans 
LEAR ICL, Na HEY Fis 
ap =5.584A, co = 2245 A, K HAM oO 
方 は a0 =5.584A, cp =22.67A to Br 
格子 を 示 し 各 二 分 子 を 含む 。 基 空間 群 な 
Cs fmme て Dn ) な り 。 その HF ANA SE 
は , O11 AY OMT BAM © PUB ょ 
りな り そ れ 等 の 層間 は Al 原子 に より て 
MT bSSMSZ LOK VHMEES~ 
(Z. Krist, 97, 59~66, 1937) CAH) 
5189, CaCO; 中 の C-O 距離 と Na 
NOs 中 の N-O 距離 Elliott N. 

Laue ‘in + Joc CaCOs 及び Na 
NOg の parameter fink e ff ~ VU, 
その parameter は CaCOsg に て 0.26309, 
NaNOg icc 0.2394 te SB EEK V. 
. ZEO ik V0 WF AVARES what そる に 
G-O は 1.313A, N-O は 1.210A を 得 た 
り 。 之 等 の 値 を Pauling, Brockway 及び 
Beach に ょ っ つて 得 ら ちら れ た る も の と 比較 す 
る に carbonate イオ ォ オン と よく 合致 せり 。 
NOU MED spite S SET & MAKE P ABATE 
DY AFP REET bSSCE 


8% 1039 ) 


と 開 係 さ け て 議論 せり 。 CJ. Am Chem, 
Soc., 59, 1380~1382, 1937) て 高根 〕 
5190, CsNOs OF BBS Finbak C., 
Hassel O. 

Cs NOs $f ih % AM OUME IK ue CX 
RW BIER OTE BEC EU CHR LI 
る に 161°C eM XY BREE COKE 
Hatt Si hh AO’ OweVY &, H—H AS 
BB LOU BI ~IE 200°C re Hp Be 
LCMMCPHF So RIT る こと な 
Lo FQ IS Cs” OAH ABE © [AIC 
fe ( fEDBMET SLOHSCL EMIS 
Sih ih AT Bs 4.49 A fh Fe 
数 を 示し , MRAM aT BY 445A な 
る 借 等 軸 上 品 系 の ゃ の な る を 知れ り リ 。 LL 
この 低 治 型 が 天 方 品 系 の も の な り と せ ば 
その 空間 群 は C3y LF SHRM 
る ささ し 。 (J. Chem, Phys. 5, 460~461, 
1937) (A) 

5191, CANO» OE EH Bassiere M,. 

CdNOg と NaNO。 と の 溶液 を 規定 の 
WOOL, AEC KR SYR 徐々 に BIS 
し , 渡 液 を 放置 し て BERS LT 微か に 
wef RS SH ETE Uo RHUL 
析 の 結果 殆 ん ど 純 粋 に し て , 其 だ LOR 
豆 性 を 有する を と と を 知れ り 。 本 品 は 終 方 
上 品 系 に て {001} 及 (1113 OFF sh eM し 
て 線 分 析 の 結果 ay =7.82A, by =6.46A, 
co =16.04A みる ALR & AV LS 3-7 
を 含む 。 その 比重 は 3.24 (20°C) に し 
Cy BRS D3 nt ) 。 (Comptes Ren- 
dus, 204, 1573~1574, 1937) て 高根 3 
5192, SMR RET ROBHOD th 
Renninger M. 


4 40 


FS 2040) a Be 
SM HE MICIAT SB XH の 禁 示 反 射 | の は 正 イ オン に ょ つて 占め あら る ささ 


線 222 は , 近 験 の 結果 は 単位 格子 中 の 弧 


WE Foo =48 EF CM UT 1.1 Rid 2.7 
EPMO RHE RL, ORV HED 


し き 値 は ll csk*e LoOoML, 2 OTH 
yi Ewald 2 Honl gst fy Shay Ld & VY 
SEN TRE FE IC 2 eC GRY D ET @D TA 

tit oat CHS Uo BIC 222 と 同 
様 た に 禁 示 線 た る 所 の 622 反射 は 出現 せ ざ 
る と と を 認め られ , そ の WER の 感度 よ 
り 考 へ ,622 の 稀 造 因子 は 48 BL し て 02 
電子 単位 以下 の も の な る と と を 考 へ 得 さ 
CS 97, 107~121, 1937) 
Cit) 

5193, H2oS 結晶 の 結晶 構造 Sirkar S. 
-C., Gupta J. 

HoS OFF thie X 線 解析 と ラー マン 
AND b wake & D¥E RY BRO CHE 
anf? HeS の 単位 格子 中 に 於 ける Fit 
子 の 位置 を 確定 すん と せり 。 それに よれ 
ば 従来 の 研究 者 が 考 へ た る Ma, HR 
HS 中 に て H-S-H 未 直 線 分 子 を 構成 
UR bASC ELAN YS Nba Sao 
S-I1 bonds fijic 109° ofA EH Bir 
格子 中 の 且 の 位置 は CaF2 inbic#s 

oF の それ と ELE 位置 を 占め , 2A 
Heit OR な り 。 CJndian Journ, Phs. 11, 
119~121, 1937 )[ 高 根 〕 


5194 合金 結晶 の 電子 的 橋 造 
Cc, 


Slater J. 


SK OM BMA LHIPSBoe y, 
は 自由 電子 の 滴 ち た る 海 の 中 に 浮 べ る 正 
D4 AY RAL LCP AS SB AN & RHE 
KSZB’OL SEN, SHOSB 


& ABOU RLE MICS SEF O= * 


3 — LTE D FER LICHT BS TES Lo 
BBO 昇華 熱 , AMR ME, 燈 融 跡 は これ ら 
DO siibk URW S ke CO 
Ni 及び それ ら の 合金 に つき て そ れ ら の 
MW IC Mt V4 CABO BO PRE 
に つき て る MARV He VS C- 
8, 385~390, 1937) 


RT, 


Applied Physics, 
Cmte) 
5195. Louisiana 産 新 斑 物 Hilgar- 
dite Hurlbut, C. S., Taylor, R, E. 

Louisiana, Choctaw 3m f° — 2 Ym Si 
IO AYEPER BB IC RAE Oy 7 A, 
UMBRO SOB & 3EIC, 
BUI LEU ARTs HE 4 BW IC UT 
FLA AIC bs L, hig a:b:e=1.0147: 
1:0.5585 #p J 5 BEPAIA {010} に 完 人 を, 
{LOOT AP Wt V, H=5,G=2.71, HB 
性 は 二 軸 性 正 に し て , 光 軸 角 は 20 =35°, 
atAit a=1.630, B=1.636, y=1.664 
te Vo 単位 格子 MBit ay =11.35A, bo 
=11.12A, co =6.20A に し てこ , “Pe Bit 
CT CP なり 。 単位 格子 中 に Cag 
CBeOiDs Cl4. 4H20 分 子 を 含有 す 。 
Higard, E. W. D##oOBK RY = Bo 
(Am. Min. 22, 1052~1057, 1937) 
CK) 
5196) RBH ISRET Sekanina, J., Wyarts 
if 

BAHT Farder peo Ke X 
的 に 研究 し, 次 の 結果 を FEY, Hee 
子 蛋 敷 は 2=13.60, b=18.13, c=11.29A 
に LT, dioo =5.36, door =8.92A な り 。 


hilgardite 


ae 41 p> 
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SinB=dyoi/e=2dyoo/a ょ Y B=52.0°, 
Asis a:b: c=0.750: 1: 0.628 ifs es 
空間 群 は C2nic Lc, etait NaCay 
Als Sij;Oz. 14H20, 即ち 一 般 式 は Nax 
Casr+y Alg x+ 2y Sim—x—2y O36: 14H 250 
(x ご ユー0.15 ぐ y ぐ 0.30) な り 。 CBull. 
soe. franc. min, 59, 377~383, 1936) 
CRA 
5197, SFUMERRORRSVHR 
Tokody, L. 

EAS (x DF ET BE & ALS A SIE TAT IC 
KL & CORAL IC HAZE YU , Felsobanya 
産 の 石英 に 於 て は , 結 品 に BRA EL 日 本 
ARGO MMS Vo 何れ も m1010), 
r (OIL) 及び z (0111) ょ り 成 る 。 大 さき 
約 ユー1.5 FE IRA, KEW) DOA 
BST la, Bh EEK SS AAS Mie 
Fic Pc AKI UC, MAC BA Wihte 
Yo 団結 品 は 10 KEK, 無名, 灰色 又は 淡 
BLAH UC, kbeeopom=ic & Eiht 
BEAT ICR FS MAB HD STE VS こ 
HE th VC LSB te D AE AY SIE TAT BSE 
SRV, Ze Kalb otic = cis 
CAFE RE MS VG HEANIL Aes AA 
の 575°C 以下 に て 形成 され た る BR 
な リ < 

Kisbanya 産 の 石英 は 無色 叉 は 戸 色 , 長 
= 55~6.5 E, JZ = 5 Ec UT, C1010), 
(<1011) BU COWL) £ URS, WHERE 
Bi, HAD, PV RLENT, TEEVON Re U Be oN 
eREPES . AER ASEM O BSE KY, こ 
の 結 品 は 低温 型 な る 事 を 知り た リ 。 AA 
式 双 上 品 の 如き 二 三 の 結 品 を 測 角 する に , 
= OMBICFEY SRL OOML, Hic To- 


plea, Velenceer IjfRifizxic Luciabénya 
産 の 右 英 に 就 て 同様 に 研究 し , 主 と し て 
低 泊 型 に 属す る 事 を 明か に せり 。 (Math. 
és természettudomanyi értesits, 55, 985 ~ 
1004, 1937) 〔 大 森 〕 
5198, Maine, Greenwood # Graf- 
tonite. Glass, J. J., Fahey, J. J. 
Graftonite は 1900 年 に Penfield jc 
U Cit Sark SHRIK し て , 基 後 Ber- 
man (1927) の 部 載 あ り 。 江 者 等 は 表 
2 PES OARS e HERE WY AE OS IC FEBS ICE 
完 せ り 。 こ の graftonite は ocher-salmon 
色 に UC, 砂子 乃至 RE Bt, 時 
BADRIC 3 L, TOREME IIE, PTA «= 
1.709, B=1.714 y=1.733,, y—«=(.024 
に し て , Helis 2V=55° te Yo ELT 
の 結果 は P20s40:03, FeO 27.78, MnO 
25.48, Ca0-4.71, K20 0.05, Na20 0.16, 
Li20, 0.37, H20 0.60, CaCO:;0.46, 
insol. 0.18, totol 99.82% に じ て , ZEV 
来 め た る 化 沖 成分 は 3 (Fe, Mn, Ca) O. 
P,O5 te, CAm. Min, 22, 1035~1039, 
1937) (Kee) 
5199, 南ア フリ り カ 北東 Transvaal の 
CeBsE Partridge, F. C. 

Mashishimala の 所 調 fuchsite は 著者 
の 研究 に 依 れ ば ク ョ ぇ SEREIC LC, FER 
at Nt OAV IC SHC GWT a 
MLZ wn SRS COMIC RE Ti, SE, 
SALT, BA LIBS. その 他 クロ ョ ロム 
aPe(t Swaziland の 岩石 中 た に も 一般 に 
金 有 有 束 = の 2 クロ 雲 挟 及び 之 だ に 年 ぶ 金 
ALAS Wh > (CTE hig a IC HK YC AES A, 
Da 2.2 MC OREYKAS Transvaal 7 


DX) 


faces ELA & FABRIS S SEG LU FE fe 
RA WICBYRL AS Ste DA, CTrans, 
Geol. Soc, South Africa, 39, 457~460, 
1937) CHAD 

5200, 山形 産 ペ ント ナイ ト の 研究 
5221 2h. 


BASRKUS 


5201, AKkaO SBA? HIER E 
OMARIISRT Andreatta, C 

HAT SICA & DFAT BM KD I 
YF 10) Ordenung (Perazidite 


i 


oder 
Silexite, Granite, Syenite, Diorite, 
Gabbro, Fayaite, Shonkinite and Thera= 
lithe, Essexite, Foidite, Ultrafemite) に 
分 類 し , 更に 各 
milien (< FRA Yo AIRSCIC HSC LILES 
4D Ordedung 及び Familien 示 前 圭 
SIC EMS StS KY, Fem, Fel, 
Foid » pUyiat & 分 離せ る 6 つの Schnitt 
LICE S SKIES ee SL OF Vo 
各 Sehnitt 上 に 現 は る ヽ Familien 3% 
は 必ず し ゃ 一 定 な ら ず 。 最後 に 約 84 個 の 
岩石 を 例示 せり 。 (Zbly A, 321~343, 
1937 う (河野 ) 

5202 Crifiell Dalbeattie BBO KK 
33 Macgregor, M. 

Criffell-Dalbeattie pix DIA OA UL PY > 
HAC TERS BARE ATS SIRMAROEE 
IFES SAPRA SEV LV 大 部 分 は 
FEM aT IC UC, その 中 比較 的 BE 
の も の は 北東 部 に 出 で , Bio MA, B 
HEA 2 BAT o 比較 的 酸性 の も の は 南西 
部 に 出 で 正規 の 角 関 石 - SEEM te Vg 


各 Ordenung # 3K (lio Fa- 


, 


EE ER 


SOM CRM REA 
BHD RAMA AMI LC Hei 
物 の Clotting を 有 有 し, 北西 部 た hie « HEM 
L, BRS & HEMP e 分 離す る Ee 
FE BOE V6 ARBRE MH UL ESBS 
SUIS Bo FARA IL eB) OH IE LU 
CHRISTE fH Ze S AIA IPBVE & He tu 
Yo “PREAH ISTE Bea ONE & AC 
AR & UCM CAEPE AB IC th Sd, Pore 
phyrite RxD Io PMH IS LC, HE 
RAD © Ware APE TRA S e DO 
JHB IC BSC (LEE i @ ACER ET RAE YD 
Ea Fit (ED IK KU RAE FAL SED 
U, Xen Aes BSE a ea 
alkalies 及び Al20s3 OF HIC CK Y PRICK 
WES i Lipo hornfels tp cps oe 
CHAT SCS STP 2M Re bo Bh 
SV TEMA lt RARER hoe 
rnfels pAFICVEA L, Dito hoes 
を 示せ り リ 。 UE ASA DF BICC 
成 生 られ, 主として HE PRN O 
の 作 証 に よ ょ り 現 位 置 に 上 昇 せ り 
と 思 推 さる 。 CQ. J. Geol., 93, 457~486, 
1987) Cay By) 
5203: Glen Falloch thio vas 
Anderson, J. G. C. 


stoping 


本 地域 の “ Newer Granites 2 Ili x 
TLE SVPEA Blk, Glen Falloch 北西 の も 
D & AYO AL IC DHL GB des 前 者 は 
Matin fi Seek a, 石灰 岩 , “ Green beds ” 
及び epidiorite を 包含 する Dalradian 
岩下 に 逃 入 せる も の に し て , 後者 な AW 
SHB PIC OAPEA US WEEE 
ABIL A ORCC ERY B Arrochar 


i 43 tb 


& #25743) 


Complex の も の に 極め て 類似 し , 本 紙 は 


その 補足 と も 云 ふ べき も の な り 。 野外 に 
WSC HE BDEA HS WOR OIE (FIC EE 
め る Peet & MLA IGPA 77 IC AY 3 PY 
Ak A, kentallenite, Pecrite, appinite |< |in 
別 せ ら る 。 人 徳 全 地 域 を 通じ porphyry 
RU lamprophyre OK AIRS ( BR 
せり 。 ARICA Clk MIRE IK & 
mA tee ¢ HE TIC L& kentalle- 
nite DB HE ICHALEO HS, 更に kentalle- 
nite は appinite を 伴 ひ び ひ , kentallenite は 


新 分 株 の 結果 過 寺 基 性 な る 事 も 咽 か と な | 
れ り 。 大 部 分 の appinite gs PEA Ase | 
OM SRL YAIR ILIA ZICH め る : 


岩石 の 成 生 に 開 係 あ る 如く 想像 せら る 。 
HACHEM Ut AW) te BS, ALLAH 
岩 と fe ALA Rees (kM 同時 代 な る べし 
次 で 局部 的 に appinite を 生じ 次 で ken- 
tallenite を 生じ た る な る ささ し 。 CG. Mag. 
74, 458~468, 1937) (tPF) 

5204, BPs RYVOXEBA CHET 
Nockoldes, S. R. 

Asklund, Kennedy, Brammal “(3 44 4 
MAE VEERTHYO 2,3 の 相互 開 係 を 示 
し た れ ど も, 著者 は 来 だ 火成岩 中 に AEF 
3 BRIE (FO FE i GEL] & Peed S We AW 
DOtPEReESeM ESS UN, 著者 は 岩 
Ai ALO 1c BEY @ te ear & Y CaO, MgO, 
FeO, (4-Al, 03) % 4% = UK ap OT 
Sic SE Loc Ua kV te B POTTS 
polt し て , <ORYROB Obi 
Te RD TE ALIN HD & OBA WIC 
AERBAZV, HOY FeO な 例 鐵 を 
FeO に 政和 候 し た る も の に し て ,( 十 AlzO3) 


は Na,O+K,0 に 結合 すべ き Alz0s 
を 減じ た る 残り の AlzOs を 表 は する ゃ の 
Yo 著者 は 賠 示 法 に あたり て HES, 
KK2A120 の 極め て 少 草 な る 場合 と 相 営 量 
な る 場合 と に 分 ち 更 に 各々 を eG dry’ 
型 と 低 泊 “wet ” 型 に 分 ち 都 合 4set を 
考 へ た り 。 tH Set OPH & Bio 
Niggli Off O LIM OY om <, 10 
の section ち , あ る 厚 さ を 有する 各 
を あたかも 正三 角形 の 平面 A 
( H~ CaO0-CAlnO3)—(CMg, Fe) O= #4 
J2tc plot を 行 ふ も の な り 。 Hic sec= 
tion > = fA Mic WSC 1S, BHM OB RU 
fifi ® plot Lc mila ic AO HF Mid 
共 疹 の 苑 園 を 定め , 境界 線 を 引き て 約 10 
association field を 決定 せり 。 千本 論 
RIL SE OTR RG RU GS YR D HIS HA 
Bab, AN ES LAFARIS 於 て SRS TRE te 
YepkK~e YU, CMin. petr. Mitt,, 49, 
101~116, 1937) 【〔 河 野 ) 
5205, abs @ ite ee 
Ha Feo 

{BLES Sia) BE KA aa 1 © ihe 
Scie IG BASILE, A Sy 焼鈍 湿度 , 焼印 時 間 
RO RKO BAGRIC OC 研究 し , 燈 融 
ULE DO paitnte S % OAM AHR LAI S 
値 を 得る 事 , JAS LPO 4 OW 最大 に し 
TZEVESLORUMS LOHTO 
値 が 低下 する 事 , 焼鈍 時間 の foe % OPE 
BR OF in + SAE, 焼鈍 に Bui IA 
Hela 650°C  Ut,3 5 CAE BIC UC 
WEE OAL IC SES SB AE, PAPE IC te S FEM 
冷熱 唱 は 増大 する も , 鐵 及び アル カリ を 
多量 に 含有 する ISL RDP SAMUS 


fe zy 


~~ 


sectiou 


Wy 見 ah; 


Wu A 
場合 


#644) 


ai we wR OK 
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XE KIC © HS GRIT 168°C tp 
る 事 を 知り た り 。 て ( 電 試 工 報 1, 437~ 
441, 昭和 12 年 ) CKD 

5205, 地 中 に 於 ける 岩石 の 劉 腔 
min, R. 

#3 Fi D BEE ADC HR & CIS HEAR IM EE 
用 , 或 は 日 光 に 蝶 さ る ゝ 事 等 を その 原因 
と し て 詩 明 され た る る 此 等 の 許 明 は 地下 
CEO 3 Fi ORR FED IC RWS 
る も の に あら ず 。 MHP MIC HR cM 
栄 く 上 の 作用 の 及ば さる 所 た 於 て の 岩石 
OMA RAB LEV, 著者 は カリ フ 
ar = vi Amador 地方 の 花 章 図 線 岩 
及び = ター 州 の Tintic Hpiko Bea MRIC 
BLS CBR La, ILA の ARTE 
HL PEM CAC RROF RS VUE SH 
ALBEE OYDIC KV CHILL LX O 
Mik LET Ou VLANV, MU 
風化 作用 等 は 従属 的 の 原因 と な る も の な 
Yo CJour, Geol, 45, 625~635, 1937) 
C 待 場 〕 

5207, パナ マ 地 域 の 岩石 Mac Donald, 
D. F. 


Fare 


南 ペ ナマ の Los Santos 地方 の Las 
Tablas 及び Tonosi 高地 は 始 新 期 の 砂 
Ay EL, 石灰 岩 及 び 花 賠 岩 , 1 EEE 
BAPE a, RNP, MEE KV 
DATED 27 CRED DO ACHE GEIS 
HEY PIR dV «LEM Lo 
(J. G. 45, 655-662. 1937) GRD 
5208, BPI) AOBHARE Taljaard, 
M. S. 

本 岩 は N. E. Transvaal の Palabora, 
Cape Province Spiegel 河 地 域 , Robe- 


rtson Ji) ja Goed-vertrouw, Sutherland 
Hh bk. Bushmanland SAIC BE L, HEB 
PATE, ARIK BD, FER, BAL, Ye 

VKCSLE ARE Ut bt Let 
す 。 PAGE LEE I< eALERTS EB 
(CHa L, RIC BEAT O FATA BIC BEA AS 
ith bl, D4 L&R, REAY HA, F 
AY WEIS RK % Olt WI) Dili 17 O KF Fi 
ICU CTED av, FERRIC BEE Tit 少く 
be ODMABBE 1c EU, WORT HK 
BET © REPRISED Vo ZH 
の 成分 の 結 品 作用 の 後に チタ YR ASA 
WIRE te OCHS HOw ET eft Dat 
ARE SA YRS Vo PHO RBM IC 
PL MG IC a i OS SE A 
と LC#H HAS 9 Sutherland » % Dic (se Hp 
Ai TERE MEO 1S WER FT D CHE UL APH 1S 
HID > KE ett & NS % OFe Vo 
CTrans.Geol. Soc, South Afriea. 39, 281 
~ 312, 1937GR AD 
5209, BRUHSL Kimberlite と の 
比較 Taljaard, M, S. 

Kimberlite (+h % te Lc, SES 
Alt aA E UC HEY MOAT 8577 IK HES か 
SUE TA WY CARE te S BARE AS o He St 
KM OR US ERIHRKR Bt Als 
Og, FeO, CaO 及 ア ルカ ヵ カリ DEAS, 
Kimberlite は 平均 し て MgO cSt, 
De Py ky _b © = tr S FER it Kimberlite 
EET te & SEQ i 8 UG BBE © F¢ 
FES SIC UC RR KICAIC (2 ROSE 
物 を 含有 を ざる に あり 。 LRELRKHO 
露出 は 新鮮 な る に Kimberlite (31 YE 
eS WER TEE A OURHEK So TEE 


ii 45 ib 


$k 抄 7<45 ) 


KRG Ok Beth th m¥¥ FL CaO, AlgOs, 
NazO が 減じ , MgO, FesOg 及 恐 らく 
K20 fits MREARE ODMR 
to Y THEMES S EEE IL HIME ZT & WEE TT IC 
BS SICSHOD S  MicBke oer 
PORBO MERIT o MMO RIK 
HRKRA BMRE KAA Ao Kim- 
berlite 1c JEP. MIP IC BME LTE S SEE 
より 紀和 UC ETE BE KOU ee 
じゃ も ゃ も の な らん 。 (Trans, Geol, Soc, South 
Africa, 39, 312—316, 1937)C 瀬 戸 〕 
5210, Wyoming ji] Absaroka AWS 
Mga) Rause, J. T. 

Absaroka +g {I Jib bk De REM Wait 
OAH OBIC Phi, ARE の 最 下 部 
は 酸性 breccia, rsh /x 4M Jk breecia に 
し て 最上 部 は 玄武 岩 床 より な れ リ 。 各部 
OBB = :6500 WR, SE 11OOOMN Bike 
SAS RAB LIB HES So Jes 
OPS 1000~4000 mo zig 
を 有 せ Vo RA WAS BIC BSP GL 
Ro pp oA VM SE SLO 
に LC, その 人 分布 は HERO 方 法 及 び 火 山 
BY ONLI Kat Vo BRAK CR 
BEE ICD S40) o KIA OM & IA 
(CFE RE BRIE & AED og 火山 輪廻 は 
FLIQSEIIYE breccia o HlAy 2 [LLP IC ER Ae 
B 7) RB HG RO) BT IS GRY Fa BBS Wi 
BALE Vo 本 火山 鹿 に 隣接 そる Heast 
Mountain, Sheep Mountain, 及び McCue 
Noch peak の 如き thrust sheet (x 'f.10) 
酸性 岩 後 , FOAL: breccia の 堆積 前 
#A fie HC SH Ae SL Ot Yo (Bull. Geol, 
Soc. Am, 48, 1257~1295, 1937) Gif) 


ek Bk & 


9911, Cornwall, East Pool Rilo 
S7R0RERCRET Brown, J. C. 

初め に Cornwall の sBAkiKo— Phe 
BrP L RCH ARM BHARO 各部 
PEVRMLC, ZEMH Mis 研磨 面 と 
te LC GBP IC CHADD MKB eG 
L, 其 結 果 , DZS GRR IC HST pneuma= 
tolytic ifijc hydrothermal pij stage に 
wet bnerSo et BHMIVG Hho 
{oy UCHR S$ Old, 鐵 満 俺 重石 , 
TRAD, DID VAD IS し て , 之 等 諸 
Wey o> spectroscopic analysis mx GL, Fe 
等 の うち に は Cr, V. Ni, Ga, Ge, Ne, Ta 
等 の 種々 の 原 素 を 含め る 事 が 知ら れ た り 
(N. J. Min. Abt, A, 68, 298~336, 1934) 
Cir yD 
5212, Nevada ji] Mill City PHir@ 
ByYPAF VT Kerr, P. F. 

Mill City [fipikicm oe av PAF YB 
Feit SAE G RUC PRB EWE BWI 
し て , MERO KBD EDS OHV 
MUL granodiorite 2 f1JR AO RABIR 
床 に た し て hornfels tp m SRA ATR aS 
Wig L, AY FAFY WL UC RHEE 
L, この 重石 は 白色 粒状 に し て 
lite, Wollastonite, garnet, epidote 4 m}Wik 
At & FEI PUT IC ABE Yo 
Nevada Bull, 28, 46, 1984) Cp Sy) 
52713, FRB OSRRRO 
REC Woe 

BRAGS OPMBIC HS S RING BU, 
RAE BOL, TEARS IC 2 Bar 


Tremo- 


(Univ, 


抄 EC46) ay Ai Bh 物 


Be 床 Se 8 46 


HE S ASU MIS BRL S PALE L Ie SE 
SR, 274E MIR WIC BE UC FO HEM 
の 存在 する と と を 知れ もり 。d MSH SHY 
1S 2 PP UIC BE BEE SB ICA , 
FeO JR TAL MIS By ke ME IS LV CAEL 
叉 其他 の 火成岩 類 を も HL, その うち 
AES & HAAS % Om THK EL 
Beta MIC FAIA MERE A SEIS 限ら ち れ , DRM (S 
Ber © Vp shore HCO AT BEMIS LC, OPEMK, 
BE a IC REPRO) © ARSE kK RMR % 
MmESDICKH LCH*I Ds THEO 
TERE 2 RUS DS CHM ES SE 20, 
No, 10, 1~5, #8 12) Crp hr 

5214, BREET UD ETURER {HRM 

BR HEH IG UL AWK LA HSB GE © fg Dy 
2,709 KICSL LEEB @ YORK 130 9K 
PMNS Vo 

Pp Be 2 Hb A URE NY SE kV $e @ JI 
T bith RIC YES CHEAT A © BRAD VY 

CUE HIDE OEE REBBIC MVS o WEA o> 

174 ON UE MEARS Te AE FBS 中 生 層 等 > SA 

BV eo ZEO RB TEM HRB IB 

{rte} WHE & aL 一 般 走 向 は EE 

YPC Lo TRAIL OD bEORYLH UB 

icine boo FBS L MRS SAH 

VS RE FAN ets RR TRE T 3, REAR TT BE 

Wa ATE A, MEAT A, 

Ae ADR Ay MEM ABC し て で て 』 之 等 の 岩 

ALAS AY ETE BE し 。 

BAL Bi Bie TER ARIS し て 走向 は 路 

ぼ 束 西 , 傾斜 は 南 に 25°~70? HVS 

DKS A 8 BB te S ACHETER Hb 
Bite L, ZELMA E © HAM BA tt 西 


部 に て は 互 に 接し , 東方 に 進む に 従 ひ 雨 


ATURE SDV, EI 3~6 KHL S 1c 
る 。 ABRIL HABK & tet SS O BAS 
aE LC ATER & IB Re 3% OOH 
Lo WE &, KIC CORR (x 上 下 三 
fa £ UKRY, Ee SHIS FE Sic le Uc Ae 
FIGIC DCRR ALAR TE PO BET It Ee 
と LCRA BIC Lc, 其他 に 小 量 の BES 
Bi, WDE ABR, WIRE OBES EEN UR AT LL 
CHRUE TT, GWE TF) EE & BB OR 
EE (LW AA £ UV 10~16 KO HiT 
ISL CHE 6 BK © BAIS UC EEC Sd tit 
5~722 に 及び し 事 あ りき < 日 本 鐵 業 , 53, © 
339~341, 昭 12 う 【〔 市 野 〕 ; 


Ah He i SB 


5215, MHAOSWS 上 床 國 夫 。 

AS hy IC BEES & Sb fet Ly A af & BRE 2 
LID JEN, BAP ORAST SROtEVY 
PERL AERIS LCS OP MB SIE 
の 三角 介 砂 岩 謙 , 上 部 が 上 部 菊 石 層 に 慣 
JEEE So HHS Het te S AM AE Net 
TCHS © ASSIS HI b So RAS we 
は 眞 間 統 , AS S| OS 知 取 統 に 大 別 せ ら 
れ , FEI He ALE IRIS し て ALY > DE 
Amie Mt bau, ARS Hert 海 成 叉 は 
AP BOK RTE RUER IS LC IDA ICOBE EB 2 & 
SS2ORVG Hii it peAe BE 
We L, RE 第 三 紀 各層 に 油 徴 が 認め ら 
る 。 ゥ 本島 に 於 ける 和 将 來 の 右 油 試 堀 地 は 廊 
位 及 び AEE KU REMAN Ey の 
AP SERGE, ASS] BBR U 久 春 内 の THEE 
RE Wk te Vo CATER, 5, (228-244, 
305-321, 19387.CA A) 

9216, Rocky Mountain iq Moteig 


” 


鉄 # 9C47) 


Heaton, R. E. 

Rocky Mountain Hishic PS 3 FT 
BUT o> Herp (2% o> HE GIRAE & DHT SHE | 
PRIS LAE AWARE kD BE et OBR 
に 基 因 する も の な り リ 。 Re Hse PF Sx 
ORM LI TEO Plz 多 か ら ざる も , そ | 
の 原因 は wideatix kV CHILE A TSH 
な り 。 Co Rai TMS Ae & tS 
LORE VHME DS LOTS BD 
HP WWbRICHNT る Pennsylvanian lyk y 
ASERCIE © Byles & WIE & @ BARI HE | 
U CHERISHES SLORY, MUCe 
(Dv Y AYR ERR DS ( (tse te 
る uplift 或 は basin jo SRO Jer 
的 traps を 形成 する も の と ょ 推定 せら れ , 
人 告 詳 細 な る REBAR Wier S SEAS AE | 
w% 0 CB. Am, A. Petr!. Geol., 21, 1241 
— 1267, 1987) CAA 
5217, Gulf Coast SBESBhOR 
seh Taylor, R. E. 

Gulf Coast i tka 4448 FE A Ka 
に 於 て 純粋 な る halite +) 2 4%¥~ba 
KSCMRZRSY SCOR V, Were 
} Fez (2 > FSR IC Hur TB te LTT 
{,%@ cap rock の 成因 に 閥 し て ゃ 或 
る 種 の 鍵 を 豆 ふ る も の な り 。 同 地方 の 岩 
$6 20 DAR UMAR OBE IC MSC 
“ema ZICIKIC 不溶 残 漆 が 5~10% あぁ 
り , そ の 大 部 は anhydrite な る も 他 に 白雲 
Ai, BORA, ERR FIDE, ABR, FOE 
hauerite, jury, celesite, -; GE, BEAL A, 


kaolinite, #;77, magnesite, danburite, 


boracite Str Vo fa Fi ys BIT, 砂粒 等 が 


Oe UL CHES C MIAH 0~21% 


BAF Sorte Vo ili UC cap rock HE 
WARY AS AH IKI KARE 2 A — hear 
ICE OCH M SSS PBP LAY S 
る 可 き も の な り 。o(B. Am, A. Pete. 


| Geol., 21, 1268—1310, 1937). CAA] 


5218, HBA ILICMEWRORA 
Gardescu, I. I., Billings, M. H. 

Sle pug eR 9 2 Rebs JR o> Hi JRE HL JoeB DA Jet > MBF 
SER O HERE & HS AVIS HE A & 
する も の な り リ 。 粒度 組成 は 分 析 せ ん と す 
る 顧 料 を 正確 な る 結果 を 香る 様 に 設計 し 
72 SAMMI BMS D File kV chia 
SREEV, COREC LOCK OK 
BEL A Sy) SEE & BWI te S 
card jo#tmM +o Zo cards を 使用 し 
Gulf Coast 438 AIT Fr © 32.2 yh Jet & LE 
2 SIC 2OOR BOB Seas Wc ze Y AA 
丘 の WWE Sl EM crSLOR BE 
Yo fat LICR SFO Ble s Wie 
SSMS GILOM IMAI 3 HERE 
LWICFSMEEEV, GSAAMED HE 
BEA Otel ik AM te SAGE VP Bb BO 
DUPRIRGZS LWT SMEG Y CB. 
Am. Petri, Geol, 21, 1811-1333, 1937) 
CAASJ 
5219) 石油 地質 に X-ray OFFER 


Reynolds, D. li. etc. 


index 


X-ray の powdered method に より て 
IFAT © He ROP & KV NOX 
OEY Otte WEe A EV o 西部 
Kansas jh OVRIF kK UES WAS 
OBR X-ray の 方 法 に より で 得 た る 
X-ray pattern の type と 或 る 一 定 の 開 係 
を 示せ リ 。o 即ち 或 る 油井 の 種々 な る 深き 


#5 10 48) 


aT BD RK SB 


iif, 48 


ょ り 得 た る 種々 な る 資料 は 或 る 地 選 内 に 
於 て は 各々 特徴 ある pattern を 示し, 地 
Bob LAM te S Hite Vo CB. Am. 
A, Petr!, Geol., 21, 1333—1339, 1937) 
CAVA 


= Ra ERD 


5220, 北 支 産 耐 火 粘土 の 研究 CD 長城 
RIC EC 伊藤 集 湧 , LNBEAKo 

Ak Se yal Ak Aa BR HR a PI Ph SI BE 
SBMA AIC WE, ERD & iit Ae EAE 
Oil he OM RE MEL, RO 結果 を 
FEE Vo AAS Hite Bs & me Se 
Heahic Uc, TiOg 及び FegO3 比較 
的 多く 含ま る 。o R203 及び SiO2 の 和 条 を 
100, FEMEIEe S と すす る 時 , 耐火 度 江 は 
T=2020~4.57S (c-C Hidde fig BLic Zea 
S So JEMIMA & OIC 於 て る も, BAK 
Wo % DICH T SK ETe (, far 4% 3. 
15~2.64 U9 FRA Ait tht OFF 
(iz, カオ リ チ テイト の 比重 を 2.61, FF 4 
アァ アァ スポール の 夫 を 3.4 と すれ ば , COMB 
を 結ぶ 直線 に 極め て 接近 : す る を 以 て , Sb 
HO TUN KY COW O SiO。 BA UE 
を 推定 し 得 。 叉 耐火 度 と 比重 と の 開 係 は 
路 直 線 に て FUE I So て (マツ ッ ダ HR 
12, 79~82, 昭和 12 4) CRA 

5221, 山形 産 ベ ント ナイ ト の 硬 究 IV) 
HH aR a o 

Bell XY br POMPEO 
一 方 法 と し て , ABM AGE & HEEL, 
之 に 依っ て 求め ら る ミン トチ テイ ト 敷 が 
DOL RRRE SY bard PICU, 
品位 格付 の 敷 値 と し て 使用 し 得 べ き 事 を 


| 述べ た り 。 本 研究 に 於 て は その 後 得 ら れ 


た る 二 三 の 試料 に 同一 試 験 法 を 適用 せる 
結果 及び 電解 臣 に 佐 る 膨潤 異 情 の 生起 の 
PURICHET INE VU, COPRK RANE 
He RXY bt bhORY be b BIE 
UB Bt @ RO Resi t Ars boo 
存在 する WHEVED 6B, 現在 の AFR HEX 
ント テイ ト に RCH, 白色 系 の マン トチ 
イト 敷 は 一 般 に 黄色 系 の 夫 ま り る ゃ も 相 常に 
小 な り 。 慕 色 山 珍 ミ ント チイ ト 精 製 物 答 
ARS fia) L, AES RIT S HM OBE 
CET HERS S I<, 試 笠 周 境 の 粒度 の FH 
HE (LACM He Bc GES MLN Po KE IER 
Wit & tes wee ベン トナ イト を Na 
OH, HCl, HySO4, NaCl Rui pepo fe 
* 0) PE D YAY IC WARS し め , 正規 
WEDS eR OPE IC (KY CAR OWE 
hi ff 2 ET OARS 指摘 し, 更に BBO 
FED 7 & | GL, BAL O BARE 吟味 せ を 
Yo 試料 そ マン トチ イト が 種々 の 割合 に 固 
fe it UWS OK PIS HES Be L, 
WE WE than tt 2S BER AIC WS SY (LR 
想 外 に 小 な る 事 を 指摘 し , ネン トチ ティ イト 
の 自然 生成 の 條 件 を 老 へ に 入れ る 時 工業 
原料 と し て の 天然 産 ベ マン トナ テイト 原 圭 及 
び 精 製 物 は その 殆 ん ど 全 部 ボ が 正規 膨潤 を 
な すす を以て , [ASE ARE It FEBRA O 
試験 方 法 と し て 有効 に し て , その 精度 は 
一 般 に SHUN ARCHAIC BS Yo 
LG~bS o GES Hak 45, 800~ 
807, 昭和 12 年 ) CKD 

5222, B-Al20s の 結 品 構造 
ZAR G 


5223, 6 Si0g+Na2COs+CaCO; iB 


As Hh15 188 


ih 49 ib. 


aa # 11C49) 


SMORBICBES Aloo; GBR 
Os Stanworth, J. E. Turner, W. 
ELS, 
Na»CO3, CaCO, 6SiO。 な 
OLR AljOs &5 seine Sy 
D & ANB BB D PR MERE I< Wh CAE 
Vo 7002 に 於 て は CO2 OBA Ute 
fp BERR IEIC は AlgOz の WEE Bo ざる 
b, AlzOg の 少 晶 が 酸 に 依り て 可溶性 と 
REC EMM LLE VY, ALLOZ ny 
は NayCOg, CaCO。 YB4 Hy 3 WPS HE 
を 促進 する も , SIO, の 存在 する Wire 
る 混合 物 Ve 於 て は , Alg0s3 2 NasCO。 
fil o> RHE It bts 3H iS DIES URIS ate 
t5 CJ- Soc, Glass. Tech. 21, 299~309, 
1987) CAE) | 
5224, “+ bF4 bOMBMBKICEET 
ilar a ty 
He = Biko tetany WES vb 91 
ト 3 種 即 ち 山形 黄色 系 , 北 海道 白 色 系 , 及 
び 推 定 新 HSE RIC GLC, 分 析 奏 を 掲 
Rast を 求め , PA WALD FE 
GHA eT LCM + ERM eT ~ Vo 
RIC MB OH * Ke HEC 5O0°~1100°C 間 に 
BEF B Mp & TOMS B HEAR, 900 ~1380° 
CIC PSC ALIAS Aer Sit © 960% & 
失 ひ , SCAR AC HH aU PR EE 79 SB PER 
SiO2, Al20s と 同様 S 宇 形 を 描く 事 を 認 
め た り 2。100°~11002C ゥ の 腹水 曲線 は ,6002 
C ま で は 直線 を な し , と この 温度 前 後 を 急 
eeeE Uc iite O LAE te LR LG 
に 凸 OB BAIS HT OL, 同 財 に 曲線 
eee Lk ( BUC IC RAE & 
KF B ERED V > 100°~+1100°C wit 7K 


る 混合 物 


曲線 中 600°C まで の 直線 部 は , BES dR 


NHB IS 2 apg hats pe 
し , 叉 600°C jij 28 2 Fe Sa BN (LW ih Gk 


IEA oOBIKICk SL OMS SSA 
nunca 水 曲 線 は ベン トチ 
イト に 特有 な る CERBMDE VS 
Re Mag) de 
EA eR LON Ab ORGS 
2 Al, Os + (1=X) SiO» 2H20 xSiOg-Aq 
WERK OL eHE DY CAMARA 
Bik, 45, 873~880, 1937) CAF PD 
石 ie 

5225, 石 企 の 連 績 液化 に 開 す る 研究 磯 
BD TT, Sg BES EA, Jt RBS AK BS 

Ate OUMCIC BA LC, test + -—b 7 
レー Fick S FEE TA ig I< WC EC 
FEV go BYMAPIC HS c (d— ff Ic 1L0OkE を 
SG (7 1c PEND SSIS HET NE Vo 
PR Se & LC UL RE ki D AAG 0-68 2 a 
小型 装置 , 12.77 ars AY Sere IC eC BAZ し 
= OBA Bic HES = CAR 21 OR Me 
i & hi S Bert & IK L, ZIV CT 24 
時 間 に ペ ー え ト . 100~150kg & SHE AIC 
ALS Sic Be Vos D> JME fa tt Ni- 
Cr oe し て , 内 衛 9em, AE 15cm, 長 
2 I, 外部 加熱 式 に し て , 水 素 

OBAGI ABTS iA, AE Lamm, 外 
{% 25mm, fae 48m 7% V4 ACE AME 
I< $e S ECT 2 SMES BET BS BRR 

BGT Vo PEMA 2 BABES HR S BTZE 
DHE BL, WAH NinCrHd, AGFML (4 > fa 
AE OIC GRY CHAI OB & 2S CS BE 
を 認め た リ e( 理 研 薬 報 16, 1341~1353, 


29 
ow mM 


抄 12 50) 


a oP BR OK OBS 


#8 50 


昭和 12 48) CRA 
5296, ARmOWEFARME Atkinson, F, 
S. - 


SS 


Fibre & SWE tc Boa EL te 3 fac Cc BH 
する 方 法 は 古来 より 種々 研究 され た る る も 
来 だ 成功 する に 至ら ず 。 7B IC RST 
は 1917 年 以来 この 研究 た に 着手 し , 1933 
年 に Podzemgaz ic} Hike iro, AF 
Py 4 2p OGorlovkaic 7° 9 v b REE 
PY PERO DG IE BE S FEES HL Sit 
の 方 法 を 加味 する も ゃ の と , BREK OR 
炭 法 を 用 あざ る も の と の 二 に 大 別 す る 事 
を 得 。 前 者 に 於 て は 可 及 的 に 石炭 を 砕き 
BROARMEEAAKFStLOHVG F 
KVIPHRU ZF RY ZO Gorlovka 
KCL, RB を その まい HUA L 
する stream method 示 試 み ら れ た り 。o こ 
の 方 法 は 水 下 な る 炭 層 に 於 て は 成功 を ざ 
SEYUT, DLS 傾斜 の 少 き belt c¥HL 
CZF METH © BES KAU YS LO 
Oh L,C(Colliery Engineering, 14, 119~ 
120, 1937) 〔 大 森 〕 


参 老 科 


5227, 南大 西洋 沿 溢 線 の 地下 水 の 化 皇 性 
Foster, M. D, 


WP AK KBD (LAR, 


Eg 


= 


砂 , Hick, 泥 灰 


岩 , ARBs AES Ok Rea at XY Bee 
bt, 一 般 に Virginia 及 North 及 South 
Carolina の 漢 き 井戸 叉 は 適度 の 深き の 井 
戸 は Ca (CO3)2 水 に し て , 深 き 井 戸 は 
NaHCO3 水 を 含む , 叉 Georgia 及 Florida 
OE SIF A, PRE IFA it CaCHCO3)2 水 

を 生 ず 。 然し 此 等 の 正規 な 地下 水 の 開 係 
(LEB & Yee REE GUS HSC, 正規 の 地下 
KEBD OPK OF S Mic HEX SHS 
Yo CJ. W. Aca. Scien. 27, 405~412, 
1937) GRAD 
5228, 着 根 火山 を 横断 する “eae 
Wem MT 久野 久 。 

条 根 火山 地方 の 地質 調査 の 結果 , AR 
HBS DP BL Be EL & PH AL— ei ICE SHE 
造 線 の 存在 する 事 を 推定 し , 著者 は IK 
「 人 金 時 山村 造 線 」 と 名 づけ た り 。 本 構造 
RUA AAR Ae Le OL UL REESE BH IT > Wp 
頃 に 活動 し , Aim A ic 著しい RBH 
EMAZKODEES, SHMRUIE OFF 
ALY & 26D TAD BEG BED Oy 
OUPEL B trae Y ORB © MEDD IF iy 
VL» FY ABB LIC ALAS Jet © BRE & Fe ic , HL 
HEAFRAIN HU IC AEF S Hb EBT © TCR 
FG th LHW SBA Le tk, GHA, 
13, 835~845, 1937 (河野 > ; 
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